
 

 記者発表資料 

平 成 ２ ２ 年 １ ２ 月 １ ７ 日               
国土交通省山形河川国道事務所               

 

「日本野鳥の会やまがた」と須川河川敷の樹木伐採
について現地調査を実施 

～現地調査： 須川河川敷～ 

 
 

 

   国土交通省 山形河川国道事務所は、１２月２１日に「日本野鳥の
会やまがた」と須川河川敷にて現地調査を実施することとしました。
  この現地調査は、当事務所で管理している須川河川敷内の樹木伐
採する箇所について鳥の営巣木の有無を確認し、伐採方法や範囲を検
討するために行います。 

 なお、山形河川国道事務所では自然環境に配慮しながら河川工事に
取り組むため、「日本野鳥の会やまがた」のご協力を得て、「最上川
環境配慮ポケットブック※」を作成し、職員・施工業者等に配布して
活用しております。                                  

 

                                                               ※別添資料参照 
 

               記 

 

取材可能時間は下記の通りです。 

 ■日 時  ： 平成２２年１２月２１日（火）  

        午後１０時００分から１２時００分ごろまで 

  

 ■調査箇所  須川河川敷（伐採予定箇所） 

        ３箇所（１箇所約３０分）※詳細な箇所は別紙 

 

 ■内 容 ： 伐採予定箇所現地調査（営巣木等の確認） 

 

 ■出席者 ： 日本野鳥の会やまがた 

        山形河川国道事務所 

 
 

※現地調査は９時４５分寒河江出張所出発です。(住所：寒河江市島東 239） 

※現地調査は出張所パトロールカーが先導いたします。 

※雨天時は中止の場合があります。 

 

記者発表会＜山形県政記者クラブ＞ 

 

  問い合わせ先  
   ・ 国土交通省山形河川国道事務所 
               電話０２３（６８８）８４２１（代表） 
           副所長（河川）     山 谷  博 志 （内線204） 
        工務第一課長   近 岡 信 一 （内線311） 
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別　紙  ２

　※現地調査箇所の調査時間につきましては予定であり、調査時間により変更になる場合があります。
　　 あらかじめご了承下さい。

馬見ヶ崎川

立谷川

中野目橋

②現地調査箇所
１０：４５～

須川

最上川

新落合橋

①現地調査箇所
１０：００～



別　紙  ３

　※現地調査箇所の調査時間につきましては予定であり、調査時間により変更になる場合があります。
　　 あらかじめご了承下さい。

③現地調査箇所
１１：３０～

馬見ヶ崎川
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国土交通省山形河川国道事務所

目 次（ポケットブックより）

◆環境配慮の取り組みの流れ
◆環境配慮措置例
◆過去の失敗事例
◆最上川に生息・生育する重要な生物

・動物
・植物

◆最上川に生息・生育する外来種
・外来種について
・植物

コヨシキリ

オオヨシキリ

 
  コヨシキリ、オオヨシキリのいる所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名前のとおり、ヨシ原で生息・繁
殖しています。 

5～7 月くらいになると、ヨシ原か
ら「ギョギョシ、ギョギョシ」とにごっ
た鳴き声が聞こえます。数が多い
所では、うるさいくらいの大合唱が
聞かれます。 

よく探してみると、ヨシのてっぺ
んで鳴いている姿が見られるかも
しれません。 

 

オオヨシキリ（ヒタキ科） 

 県 RB：準絶滅危惧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[生息場所] 
ヨシ原 

[繁殖期] 
5～8 月頃 

[種の特徴] 
スズメより少し大きい 
コヨシキリに似るが、 
頭が三角で、眉毛は白色 

[食性] 
草むらで昆虫を捕らえる 

オオヨシキリ（ウグイス科） ミクリ（ミクリ科） 

 国 RL：準絶滅危惧 県 RB：絶滅危惧Ⅱ類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[生育場所] 
湖沼、河川、水路など 

[花期] 
6～9 月 

[種の特徴] 
高さ 0.6～2m 
葉の断面は三角形 
3 本以上枝分かれして花をつける 
ミクリの仲間の中で最も大きい 

最上川の河川敷は多くの鳥類が生息し、ヤナギなどの樹木に巣を作っています。
ここでは、伐採等の際に注意が必要なオオタカの巣を見分けるために、良く似た
巣も合わせて紹介します。

巣の見分け方一覧

樹林の縁
太い枝
細い枝

浅い
皿型

サギ類

単木や
疎な林

ハンガーやビニー
ルが混ざる

浅い
皿型

カラス

疎な林や
樹林の縁

太い枝
ビニール

深い
皿型

トビ

樹林の
真ん中

細い枝が密に
組まれている

深い
皿型

ノスリ

樹林の
真ん中

太い枝
細い枝

深い
皿型

オオタカ

場所材料形鳥の種類

オオタカの巣

林の外からは
見えない

[巣のある場所]
まとまった樹林の中央の樹が多い

[巣の形]
皿状で深い

[巣の大きさ]
大きさはばらばらだが、概ね巣の直径が80cm、厚さは60cm

[ポイント]

太い枝と細い枝を雑に組み上げている

林の外からは
見えない
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